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野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
、
一

部
の
例
外
を
除
き
関
係
法
令
に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
る
行
為
で
す
。

ま
た
、
構
造
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
焼
却
炉
も
焼
却
に
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

　
田
畑
で
の
下
草
等
の
焼
却
な
ど

は
野
外
焼
却
禁
止
の
例
外
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
住
宅
地
に
煙
が
流

れ
る
と
、
窓
を
開
け
ら
れ
な
い
な

ど
の
弊
害
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
、

不
完
全
燃
焼
に
よ
り
有
害
物
質

を
発
生
さ
せ
る
原
因
に
も
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
作
業
等
で
の
や
む
を
得
な
い

焼
却
も
周
囲
の
環
境
を
考
慮
し
、

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

【
野
焼
き
禁
止
の
例
外
】

○
関
係
法
令
に
基
づ
く
廃
棄
物

　
処
理
基
準
に
従
っ
て
行
う
場
合

○
公
益
上
若
し
く
は
社
会
の
慣
習

　
上
や
む
を
得
な
い
場
合
や
、
周

　
辺
へ
の
影
響
が
軽
微
な
場
合

【
野
焼
き
を
行
う
場
合
の
注
意
】

○
一
度
に
た
く
さ
ん
の
量
を
焼
却

農
作
業
等
で
の
焼
却
も
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

 

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）
は
禁
止
行
為
で
す
。

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 
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し
な
い

○
風
向
き
や
時
間
帯
を
考
慮
す
る

○
草
木
は
よ
く
乾
燥
さ
せ
て
か
ら

　
行
う
等
の
工
夫
を
す
る

○
焼
却
し
た
ま
ま
現
場
を
立
ち
去

　
ら
な
い

○
周
辺
に
民
家
が
あ
る
場
合
は
、

　
周
辺
住
民
の
方
に
声
を
か
け
て

　
周
知
す
る
、
ほ
か

※
例
外
と
さ
れ
て
い
る
野
焼
き
で

も
、
周
辺
住
民
の
生
活
環
境
に
支

障
を
与
え
、
苦
情
が
あ
っ
た
場
合

は
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す

　

平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
。
飯
山

市
で
も
、「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯

山
応
援
金
」
制
度
を
設
置
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
紹
介
等
に
よ
り

平
成
24
年
度
は
全
国
か
ら
62
件
、

合
計
１
３
１
２
万
円
の
応
援
金
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
応
援
金
は
、
飯
山
市
の
活

性
化
の
た
め
大
切
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
度
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

応
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
市
外

に
お
住
ま
い
の
お
知
り
合
い
の
皆

さ
ん
な
ど
に
ご
紹
介
を
お
願
い
し

た
し
ま
す
。

　

応
援
金
は
、
５
千
円
か
ら
お
受

け
し
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
は
、
広
報
飯
山
、
高
橋
ま
ゆ

み
人
形
館
無
料
入
館
券
、
飯
山
市

美
術
館
・
ふ
る
さ
と
館
無
料
入
館

券
、
湯
滝
温
泉
利
用
券
、
市
民
リ

フ
ト
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
10
万
円
以
上
の
寄
付
を

い
た
だ
い
た
方
に
は
、飯
山
市
の
特

産
品
を
お
送
り
す
る
ほ
か
、
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
記
念
と
し

て
関
連
施
設
へ
名
前
の
刻
印
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
飯
山
を
応
援

「
悠
久
の
ふ
る
さ
と
飯
山
応
援
金
」
募
集

企
画
財
政
課 

情
報
管
理
係 
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　3月中の市内空間放射線量測定値を公表します。
測定の結果、健康に影響を与えるおそれのある数値
（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。

（月内に複数回測定する場所は最新の測定値です）

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192

施設名（地区名）  測定日 天候 測定
区分 測定値

飯 山 市 役 所（飯山） 2/27 曇 １ｍ 0.06
あ き は保育園（飯山） 2/14 曇 地表 0.07
中 央 幼 稚 園（飯山） 2/14 曇 地表 0.07
め ぐ み保育園（飯山） 2/14 曇 地表 0.07
しろやま保育園（飯山） 2/14 晴 地表 0.07
秋 津 保 育 園（秋津） 2/14 曇 地表 0.06
木 島 保 育 園（木島） 2/14 曇 地表 0.06
瑞 穂 保 育 園（瑞穂） 2/14 曇 地表 0.06
いずみだい保育園（柳原） 2/14 曇 地表 0.06
常 盤 保 育 園（常盤） 2/14 曇 地表 0.06
と が り 保 育 園（太田） 2/13 雪 地表 0.06
しらかば保育園（岡山） 2/13 雪 地表 0.06
飯 山 小 学 校（飯山） 2/14 曇 地表 0.08
秋 津 小 学 校（秋津） 2/14 曇 地表 0.07
木 島 小 学 校（木島） 2/14 曇 地表 0.07
東 小 学 校（瑞穂） 2/14 曇 地表 0.07
泉 台 小 学 校（柳原） 2/14 曇 地表 0.06
常 盤 小 学 校（常盤） 2/14 曇 地表 0.08
戸 狩 小 学 校（太田） 2/13 雪 地表 0.07
岡 山 小 学 校（岡山） 2/13 雪 地表 0.06

〃 2/27 曇 １ｍ 0.06
城 南 中 学 校（飯山） 2/14 曇 地表 0.08
城 北 中 学 校（常盤） 2/13 雪 地表 0.07

上
下
水
道
課 

水
道
係 
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飯
山
市
交
通
安
全
指
導
員
に
委
嘱
状

　

飯
山
市
交
通
安
全
指
導
員
は
、

交
通
安
全
推
進
の
た
め
市
長
が
委

嘱
す
る
も
の
で
、
各
地
区
お
よ
び

交
通
安
全
協
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た

次
の
13
名
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
３
年
間
で
交
通
事
故

防
止
の
た
め
、
街
頭
啓
発
や
交
通

安
全
指
導
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。　
（
氏
名
は
敬
称
略
）

　

飯
山　

高
柳
則
夫（
栄　

町
）

　

飯
山　

高
橋
利
文（
神
明
町
）

　

秋
津　

湯
本
一
行（
上　

組
）

　

木
島　

森　

克
美（
山　

岸
）

　

瑞
穂　

湯
本
宗
夫（
中　

組
）

　

瑞
穂　

吉
越
直
美（
神　

戸
）

　

柳
原　

岸
田
勝
久（
藤
ノ
木
）

　

富
倉　

阿
部
博
文（
中　

谷
）

　

外
様　

丸
山
治
文（
尾　

崎
）

　

常
盤　

高
島
文
隆（
戸　

隠
）

　

太
田　

大
口
今
朝
志（
北　

条
）

　

太
田　

高
橋
敏
子（
曽　

根
）

　

岡
山　

久
保
田
正
直（
上　

境
）

これから 3年間飯山市の交通安全指導にご尽
力いただく指導員の皆さん（4月 8日撮影）

新
た
に
給
水
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
・
本
管
破
裂
な
ど
、
断
水

や
大
規
模
災
害
時
に
、
事
業
体
な

ど
へ
の
給
水
応
援
体
制
の
強
化
の

た
め
、
加
圧
ポ
ン
プ
を
搭
載
し
た

給
水
車
を
１
台
導
入
し
ま
し
た
。

　

導
入
し
た
給
水
車
は
、
タ
ン
ク

容
量
２
９
０
０
㍑
で
、
こ
れ
ま
で

の
給
水
車
（
２
０
０
０
㍑
）
よ
り

多
く
の
飲
料
水
を
運
搬
で
き
、
加

圧
ポ
ン
プ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
所
へ
の
送
水
や
低
所
か
ら

の
吸
水
な
ど
、
効
率
的
な
活
動
が

車　両　３㌧ディーゼル車 2999cc
タンク容量　2900㍑　加圧ポンプ、
給水栓４、放送設備を装備

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　ふるさと納税制度は、個
人が 2,000 円を超えるふ
るさと応援のための寄付を
した時に、住民税等が控除
される制度で、個人住民税
のおおむね 1 割を限度と
して、一定の控除を受ける
ことができます。

ふるさと納税制度

個
人
情
報
保
護
・
情
報
公
開
の
実
施
状
況

　

平
成
24
年
度
中
、
市
に
対
し

て
請
求
が
あ
っ
た
個
人
情
報
保
護

お
よ
び
情
報
公
開
に
関
す
る
実
施

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
飯
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例

の
規
定
に
基
づ
く
記
録
情
報
開
示

請
求
状
況　
請
求
件
数
０
件

○
飯
山
市
情
報
公
開
条
例
の
規

定
に
基
づ
く
情
報
公
開
請
求
状

況　
請
求
件
数
５
件

【
内
訳
】

市
長　
４
件
（
公
開
３
件
、
不
存

在
１
件
）

教
育
委
員
会　
１
件
（
一
部
公
開

１
件
）

※
農
業
委
員
会
、
選
挙
管
理
委

員
会
、
監
査
委
員
、
固
定
資
産

評
価
委
員
会
、
議
会
へ
の
請
求
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

住
民
票
・
戸
籍
の
異
動
の
際
は
ご
注
意
を

 
児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

児
童
手
当
の
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
世
帯
で
、

住
民
票
・
戸
籍
の
異
動
（
出
生
・

転
出
・
転
入
・
転
居
・
離
婚
等
）

の
際
に
は
手
続
き
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も

課
窓
口
ま
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

　

特
に
次
の
場
合
に
は
手
続
き
が

遅
れ
る
と
手
当
が
受
給
で
き
な
い

期
間
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
と
き
、

転
入
し
た
と
き
】

　

児
童
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
申
請
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
課

窓
口
に
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
（
た
だ
し
公
務
員
の
方
は
勤
務

先
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
勤

務
先
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
）。

【
受
給
者
の
住
所
が
他
の
市
区
町

村
に
変
わ
っ
た
と
き
】

　

飯
山
市
で
の
受
給
資
格
が
消

滅
し
ま
す
。
子
ど
も
課
窓
口
に
て

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
転
出
先
の
市
区
町
村
で
、
新
た

に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
公
務

員
で
な
く
な
っ
た
と
き
】

　

公
務
員
に
な
っ
た
と
き
は
、
勤

務
先
か
ら
児
童
手
当
が
支
給
さ

れ
る
た
め
受
給
資
格
が
消
滅
し
ま

す
。
公
務
員
で
な
く
な
っ
た
と
き

は
、
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
も
子
ど
も
課
窓
口

に
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
未
届
の
ま
ま
で
い
る
と
重
複
し

て
支
給
さ
れ
る
期
間
が
発
生
し
、

手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
児
童
手
当
は
、
申
請
日
の
翌
月

分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
該
当
す

る
方
は
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く

子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 
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だ
さ
い
。（
出
生
日・転
出
予
定
日・

該
当
日
の
翌
日
か
ら
15
日
以
内
）

【
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
印
鑑　
・
申
請
者
（
受
給
者
）

の
健
康
保
険
証　
・
申
請
者
（
受

給
者
）
名
義
の
口
座
番
号
の
控

※
転
入
さ
れ
た
方
で
、
１
月
１
日

に
飯
山
市
に
住
所
が
な
い
方
は
、

１
月
１
日
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い

た
市
区
町
村
で
発
行
の
「
児
童
手

当
用
所
得
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

な
お
、
健
康
保
険
証
等
の
添
付
書

類
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
で
も
先

に
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市 営 住 宅
入居者募集
　市では市営住宅の入居者を募集
しています。申込方法、入居資格
等詳しくは、いいやま住んでみま
せん課住宅係（☎ 62-3111（内線
252））までお問合わせください。

【募集団地・戸数】
　水上団地２戸　堤下住宅２戸
　戸狩住宅１戸
【申込書配付・募集受付期間】
　4月24日（水）～5月10日（金）
　（休日等閉庁日を除く）　
【選考方法、抽選日時】
　申込が募集戸数を越えた場合は
抽選になります。
　5月 17日（金）午前 10時

庶
務
課 

庶
務
係 
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児
童
手
当
の
手
続
き
は
お
早
め
に



会　計　名 予算額 前年比 会　計　名 予算額 前年比
公共下水道事業特別会計 9億 5,946万円 11.8％⇧　 農業集落排水事業特別会計 3億 2,721万円 1.8％⬇　
国民健康保険特別会計 26億 4,867万円 3.6％⇧　 介 護 保 険 特 別 会 計 25億 8,244万円 3.2％⇧　
特 定 環 境 保 全
公共下水道事業特別会計 3億 7,289万円 0.1％⇧　 ケ ー ブ ル

テ レ ビ 事 業 特 別 会 計 2億 8,691万円 1.9％⬇　

福祉企業センター特別会計 5,529万円 4.6％⬇　 後期高齢者医療特別会計 2億 2,768万円 8.6％⬇　
簡 易 水 道 等 特 別 会 計 2億 4,139万円 16.3％⇧　
介 護 サ ー ビ ス 事 業 710万円 0.0％➡　 水 道 事 業 会 計 8億 7,057万円 8.6％⬇　

新
幹
線
開
業
効
果
を
活
か
し

活
気
あ
る
飯
山
市
に

将
来
都
市
像
と
し
て
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
人
と
自
然
が

調
和
し
快
適
で
持
続
可
能
な
豊
か
な
暮
ら
し
を
創
出
し
、

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
産
業
の
技
を
更
に
磨
く
と

と
も
に
、
新
た
な
価
値
の
創
造
と
飯
山
ブ
ラ
ン
ド
の
全
国

発
信
を
行
い
、
新
幹
線
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
縁
と
と
も
に
、

地
域
や
都
市
と
の
連
携
・
交
流
を
進
め
、
訪
れ
た
い
ま
ち
、

住
み
続
け
た
い
ま
ち
飯
山
市
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
多
様
な
活
動
主
体
の
参
画
に
よ
り
、
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

初
年
度
と
な
る
今
年
度
は
、『
新
幹
線
駅
開
業
関
連
整

備
と
開
業
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
』、『
産
業
の
振

興
』、『
教
育
の
充
実
』、『
女
性
の
感
性
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
』、『
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
市

の
重
点
施
策
に
掲
げ
た
ほ
か
、
子
育
て
支
援
や
子
育
て
環

境
の
充
実
、
健
康
増
進
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
検

診
体
制
、
介
護
予
防
な
ど
福
祉
施
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、

一
層
充
実
す
べ
く
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
２
年
間
は
、
新
幹
線
関
連
施
設
の
整
備
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
広
域
観
光
連
携
、
土
産
品
、
食
、
お
も

て
な
し
な
ど
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
が
最
も
重
要
と
な
り

ま
す
。

　

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
と
い
う
大
き
な
機
会
を
生
か
し
、

飯
山
市
が
発
展
す
る
よ
う
市
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
市
民
各
層
の
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

飯
山
市
長　

足
立
正
則

　

適
度
な
降
雪
は
あ
っ
た
も
の
の
穏
や
か
な
天
候
が
続
い

た
冬
が
過
ぎ
、
芽
吹
き
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
長
就
任
以
来
、
市
政
懇
談
会
な
ど
で
お
聞
か
せ
い
た

だ
い
た
ご
意
見
や
課
題
を
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
こ
と
で
、

一
つ
一
つ
課
題
を
解
決
し
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
後
も
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
安
全
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
飯
山
市
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
と
も

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
飯
山
市
民
の
悲
願
で
あ
る
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅

開
業
ま
で
あ
と
２
年
を
き
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
に
は
、

新
幹
線
関
連
の
整
備
と
あ
わ
せ
、
市
街
地
の
ま
ち
並
整
備

や
市
民
が
行
う
ま
ち
並
修
景
へ
の
支
援
を
行
い
、
長
野
県

や
経
済
団
体
な
ど
に
も
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
信
越
９
市

町
村
広
域
観
光
連
携
会
議
で
の
広
域
観
光
の
検
討
や
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
開
業
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、

市
民
意
識
の
醸
成
や
開
業
イ
ベ
ン
ト
の
検
討
な
ど
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
駅
と
併
設
す
る
都
市
施
設
や
駅
東
口
の
広

場
整
備
、
立
体
駐
車
場
の
整
備
な
ど
も
始
ま
り
、
い
よ
い

よ
開
業
に
向
け
た
施
設
が
姿
を
現
し
始
め
ま
す
。
施
設
整

備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
広
域
観
光
の
推
進
、
市
民
の
お
も

て
な
し
意
識
の
向
上
な
ど
、
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
引

き
続
き
進
め
、
新
幹
線
駅
開
業
の
効
果
が
最
大
限
享
受
で

き
る
よ
う
、
市
民
一
丸
と
な
り
開
業
を
盛
り
上
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
今
後
10
年
間
の
市
政
運
営
の
最
も
基
本
と
な
る
第

５
次
総
合
計
画　

基
本
構
想
の
初
年
度
の
年
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
基
本
構
想
は
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
後
の
飯
山
市

を
展
望
し
、
市
が
目
指
す
将
来
都
市
像
へ
の
基
本
的
な
方

向
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、『
自
然
と
共
生
す
る
豊
か
な

暮
ら
し　

〜
技
と
縁
（
え
に
し
）
の
ま
ち　

飯
山
〜
』
を

新
幹
線
駅
周
辺
整
備
な
ど

 

過
去
最
大
の
当
初
予
算
を
計
上

年
度
対
比
20
・
４
㌫
増
額
の

１
６
１
億
４
０
０
０
万
円
と
な

り
、
過
去
最
大
の
当
初
予
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
入
面
で
は
、
市
税
収
入
で

前
年
度
同
額
の
22
億
５
千
万
円

を
計
上
、
地
方
交
付
税
を
前
年

度
か
ら
２
億
５
千
万
円
減
額
の

51
億
５
千
万
円
計
上
し
、
不
足
分

を
市
債
お
よ
び
基
金
取
り
崩
し
に

よ
る
繰
入
金
で
対
応
す
る
予
算
構

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
新
幹
線
飯
山
駅
と

併
設
す
る
都
市
施
設
整
備
や
現

飯
山
駅
の
統
合
整
備
、
立
体
駐
車

場
整
備
な
ど
新
幹
線
駅
開
業
関

連
整
備
に
32
億
４
千
万
円
余
、
ま

ち
並
整
備
、
飯
山
城
址
整
備
、
町

屋
活
用
整
備
、
新
幹
線
開
業
Ｐ

Ｒ
推
進
な
ど
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
約
９
億
円
な
ど
、
２
年
後
に

迫
っ
た
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
に

向
け
た
整
備
と
し
て
前
年
度
比

25
億
９
千
万
円
余
の
増
と
重
点
的

な
配
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
基

幹
収
入
が
限
ら
れ
る
中
、
新
幹
線

駅
開
業
を
契
機
と
し
て
地
域
経

済
の
活
性
化
や
誰
も
が
住
み
や
す

く
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

31.9%

16.1%
12.4%

3.4
%2.8

%

13.9%

8.5%

7.0%

4.0%

　

飯
山
市
の
平
成
25
年
度
予
算

が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決

成
立
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
前

平成25年度
一 般 会 計

特別会計等の予算

予算項目 予算額 前年比
議 会 費 1億 3411万円 0.7％ ⇧
総 務 費 15億 8220万円 14.0％ ⇧
民 生 費 29億 9187万円 2.3％ ⬇
衛 生 費 9億 5619万円 15.9％ ⇧
農林水産業費 5億 5260万円 3.4％ ⬇
商 工 費 10億 3997万円 6.0％ ⇧
土 木 費 59億 6627万円 72.7％ ⇧
消 防 費 6億 4160万円 25.8％ ⇧ 
教 育 費 10億 2269万円 7.8％ ⬇
災害復旧費 100万円 100.0％ ⇧
公 債 費 12億 4650万円 8.9％ ⬇
予 備 費 500万円 0％ ⇨
歳 出 合 計 161億 4000万円 20.4％ ⇧

（1万円未満 四捨五入）

一般会計歳出（目的別） 一般会計歳出（性質別）
S56　S57　S58　S59　S60　S61　S62　S63

160 億円

140億円

120億円

100億円

80億円

60億円

一般会計当初予算　161 億 4,000 万円
一般会計・特別会計・水道事業会計の総予算
約 247 億 1,960 万円 予算

一般会計当初予算の推移

H 元 H10　H11　H12　H13　H14　H15　H16　H17　H18　H19　H20　H21　H22　H23　H24　H25H 2 　 H 3 　 H 4 　 H 5 　 H 6 　 H 7 　 H 8 　 H 9

人　件　費  5.6%⇧
　20億 4,955 万円
物　件　費  1.1%⇧
　15億 3,763 万円
維持補修費  1.3%⇧
 　 5 億 1,205 万円

建設事業費 118.1%⇧
　48億 4,415 万円 
災害復旧費 100.0%⇧
　　　　  100 万円 

そ　の　他 87.9%⬇
　　　  1,366 万円
繰　出　金   1.9%⬇
　18億 5,528 万円
出資 貸付金  7.3%⇧
　10億 2,724 万円

　経
常
的
経
費
52.0%　       　  　投資

的経
費
 3
0.
0%
   そ
の他

18.0%

歳 出
（性質別）

161.4 億円
（20.4％⇧）

12.7%

9.5%

3.2%

8.4%

10.5%
7.7%

11.5%

0.1%

6.4%

30.0%

0.0%

扶　助　費  1.2%⬇
　13億 6,264 万円
補　助　費 11.7%⇧
　16億 9,049 万円
公　債　費  8.9%⬇
　12億 4,631 万円

地方交付税
　51億 5,000 万円　4.6%⬇
市債（借入金）
　26億 170万円　56.5%⇧

市　税
　22億 5,000 万円　0.0%➡
繰入金
　13億 7,537 万円　518.0%⇧
諸収入
　11億 2,697 万円　6.6%⇧
分担金および負担金、使用料および手
数料、財産収入、寄付金、繰越金
　6億 3,875 万円　1.5%⬇

地方譲与税、利子割交付金、配当交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税
交付金、自動車取得税交付金、地方特
例交付金、交通安全対策特別交付金
　4億 5,600 万円　2.6%⬇
県支出金
　5億 4,121 万円　1.1%⇧
国庫支出金
　20億 1万円　71.6%⇧

13.9%

8.5%

7.0%

4.0%

　　
 依
存
財
源
　

66.6％　　　　

　　
 自
主
財
源
　

33
.4％

歳 入
161.4 億円
（20.4％⇧）

一般会計歳入
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新幹線関連整備　32億 4,900 万円（10億 6,300 万円）
　●区画整理関連事業1億1,400万円　◎駅西地区整備（駅西線含む）事業3億2,900万円　◎立体駐車場整備事業3億7,100万円
　◎都市計画道路静間線整備事業4億5,000万円　◎新幹線飯山駅統合整備事業7億200万円　○区画整理事業3億9,300万円
　◯新幹線飯山駅都市施設整備事業 4億 4,240 万円　○公共施設用地及び代替地取得事業 2億 9,500 万円　
　○北陸新幹線鉄道整備事業 8,000 万円　○駅周辺上下水道整備事業（上下水）7,289 万円 

魅力あるまちづくり、情報発信　9億 300万円（4億 9,300 万円）
　●町屋活用にぎわい創出事業 4,300 万円　◎飯山ぷらざ（仮）建設事業 7億円　◎親水公園整備事業 1,750 万円
　◎新幹線開業 PR推進事業 1,500 万円　○まち並整備事業 5,500 万円　○まち並整備支援事業 2,000 万円　
　○飯山城址整備事業 4,050 万円　○景観形成整備事業 1,000 万円　○景観計画策定事業 190万円

■産業振興と雇用対策、定住施策 ―――――――――――――――――――
広域観光連携の推進と交流人口の拡大　8,500 万円（6,100 万円）
　◎広域観光推進事業 1,408 万円　◎市内公衆トイレ改修事業 1,035 万円　○インバウンド推進事業 250万円
　○誘客宣伝観光振興事業 950万円　○観光局運営事業 4,000 万円　○観光施設整備事業 721万円　
　○スポーツツーリズム推進事業 155万円　

地域農業の再生など農業振興　１億 3,000 万円（１億 2,400 万円）
　◎新規就農総合支援事業 1,025 万円　◎地区農業再生推進事業 359万円　○農産物販売推進事業 200万円
　○元気な農業づくり支援事業 100万円　○農業者戸別所得補償制度推進事業 720万円　○農業振興対策事業 290万円
　○アスパラガス生産振興事業 100万円　○中山間地域等直接支払い事業 8,323 万円　○鳥獣対策事業 290万円
　○農地 ･水保全管理支払事業 1,554 万円

起業支援など商工業振興　8,800 万円（3,900 万円） 
　●本町アーケード整備事業 4,500 万円　○土産品開発支援事業 280万円 　○地域資源活用型起業支援事業 660万円
　○企業誘致対策事業 285万円　○工場用地等取得費補助事業 2,454 万円　○商工業振興事業 600万円

道路 ･交通体系の整備　７億 7,000 万円（６億 4,700 万円）
　◎公共交通運行等事業 7,776 万円　○道路新設改良事業 2億 1,150 万円　○除雪融雪対策事業 4億 8,043 万円

移住・定住推進　3,900 万円（2,900 万円）
　◎移住定住支援住宅建設促進事業 780万円　◎空き家対策推進事業 450万円　◎さわやか婚活応援事業 190万円
　○住宅リフォーム支援事業 1,500 万円　○住宅屋根融雪化事業 150万円　○三世代等同居住宅建設支援事業 285万円
　◯移住定住推進事業 589 万円

■健全財政運営、人材育成、防災対策 ―――――――――――――――――
防災・減災まちづくり　7,600 万円（3,200 万円）
　●防災減災対策事業 116万円　◎自主防災会育成強化事業 300万円　◎消防防災施設整備事業 5,985 万円
　○住宅耐震対策事業 217万円　○災害救助員派遣事業 480万円　○防災対策整備事業 500万円

人材育成、健全な財政運営　314万円（300万円）
　○職員研修事業 314万円　○人事評価、目標管理　○長期財政推計に基づく財政運営

■子育て支援や高齢者が安心して暮らせる地域づくり ――――――――
子育て支援　５億 4,500 万円（５億 6,700 万円）
　○児童医療給付事業（0～中 3）2,286 万円　○第３子以降保育料等無料化（3,402 万円）　○一時保育委託事業 64万円
　○学童クラブ運営事業 4,297 万円  ○家庭児童相談室設置事業 618万円　○子育て支援事業 224万円　
　○児童手当給付事業 3億 5,184 万円　○児童福祉施設整備事業 829万円　○児童扶養手当等給付事業 7,608 万円
　○こうのとり支援事業 10万円

介護予防および健康増進　３億 4,100 万円（２億 6,600 万円）
　◎特定健康診査等事業（国保）1,501 万円　◎健康増進事業 3,320 万円　◎高齢者生きがい対策事業 2,462 万円
　◎子宮頸がん等ワクチン接種促進事業 2,800 万円　◎障害者・高齢者にやさしい住宅改修促進事業 189万円
　○医師招聘推進事業 550万円　○二次予防対象者把握・家族介護支援事業（介護保険）880万円
　○人間ドック費用助成事業（国保）800万円　○市民健康診査事業 1,300 万円
　○介護予防すこやか・はつらつ支援事業（介護保険）2,610 万円　○地域中核医療機関支援事業 1億 6,944 万円
　○無医地区出張診療所事業 728万円　

恵み豊かな自然と共生するまちづくり　２億 2,100 万円（7,500 万円） 
　●農集木島南部公共下水道編入事業 8,290 万円　●戸狩終末処理場耐震化事業 1,180 万円
　◎環境調査美化推進事業 553万円　◎環境 ･ごみ減量 ･再資源化推進事業 644万円　○自然エネルギー活用事業 200万円
　○簡水整備事業 8,560 万円　○農集常盤第一地区公共下水道編入事業 420万円　○市単公共下水道事業 2,300 万円

■飯山らしい教育と文化の香る地域づくり推進 ――――――――――――
飯山らしい教育推進　１億 4,700 万円（１億 1,800 万円）
　○学力向上総合対策事業 877万円　○わかる授業・確かな学力育成事業 152万円　○中学校国際交流事業 83万円
　○外国人英語指導助手（小中）1,588 万円　○小学校施設リニューアル事業 9,180 万円　○ＴＴ教員加配事業 413万円
　○小学校保健室エアコン設置事業 300万円　○平和学習派遣事業 62万円　○子どもサポートホーム運営事業 251万円
　○飯山らしい教育推進事業 277万円　○不登校児童生徒支援事業 280万円　○特別支援教育支援員配置事業 1,266 万円

文化・スポーツ振興　4,700 万円（5,400 万円） 
　◎芸術文化振興事業 440万円　○スポーツ施設リフレッシュ事業 1,960 万円　○ジュニアスポーツ振興事業 928万円
　○ふるさとづくり地域社会推進事業 80 万円　○ふるさと学習推進事業 123万円　○飯山雪国大学事業 331万円　
　○読書普及・図書整備事業 444万円　○地区館 ･公民館事業 367万円

■協働推進・その他 ―――――――――――――――――――――――――――
協働推進・その他　4,900 万円（5,200 万円） 
　○協働のもりづくり事業 155万円　○輝く地域づくり支援事業 500万円　○集落活動サポート事業 30万円
　○協働のみちづくり事業 3,000 万円　○協働のむらづくり事業 740万円　○人権同和教育 ･男女共同参画推進 245万円 
　○市税収納率向上対策事業 223万円　○定住自立圏の推進

平成 25 年度重点施策
 １ 新幹線駅開業関連整備と開業に向けたまちづくりの推進　
 ２ 産業の振興
 ３ 教育の充実
 ４ 女性の感性を活かしたまちづくりの推進　
 ５ 防災 ･減災のまちづくり

一般会計総額：161億 4000万円　（134億 1000万円）
各特別会計総額：  77 億 1000 万円　（  74 億 4000万円）
水道事業会計：    8 億 7000 万円　（    9 億 6000 万円）
総　　　　　額　247億 　　　万円　（218億　　　　円）

平成25年度事業 第5次総合計画・基本構想の初年度
　「第 5次総合計画・基本構想」の初年度にあたる平成 25
年度は、重点施策として大きく５項目を掲げ、新幹線関連
の大型事業をはじめ、産業振興や教育の充実、女性の感性
を活かしたまちづくりの推進などの事業を実施します。
　ここでは、特徴的な事業をお知らせします。●新規事業　◎一部新規拡充等　○継続事業　（　）前年度事業費

■新幹線開業に向けて魅力あるまちづくり ―――――――――――――――
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事　業　名　等（担当係） 補助（交付）金額等

■輝く地域づくり支援金（企画財政課企画調整係）

　地域づくりを目指し住民自ら行う事業への支援。

支援金額：対象事業費の 70％以内（限度額 50万円）
募集期間：5月 24日（金）まで。

■集落サポート事業（企画財政課企画調整係）　地域活性化につながる主体的な集落活動を支援。

■共同集会施設建設支援事業（企画財政課企画調整係）　集落の集会施設建設を支援。補助率：建設費の 1/2（1000万円限度）

■コミュニティ助成事業（企画財政課企画調整係）　㈶自治総合センターが、宝くじ社会貢献広報事業として、
　地域コミュニティの健全な発展を図ることを目的に、助成金を交付します。助成内容、事業例等はお問い合わせください。

■協働のもりづくり事業（農林課耕地林務係）

　集落で管理する里山や森林の下草刈り等の活動を支援。

交付対象森林１ヘクタールあたり 20万円。
既に交付を受けた対象森林は、1ヘクタールあたり 10万円以内。

■鳥獣対策事業（農林課耕地林務係）

　鳥獣による食害等を防止する対策について支援。

補助率：鳥獣防除の防護柵等の経費の 90％以内

■協働のむらづくり事業（農林課耕地林務係）

　地域住民が協働で行う農業用排水路・農道等の整備に対して支援。

・事業に要する建設資材の原材料支給。　・建設重機使用料。
・測量設計等の技術援助。（限度額単年度 100万円以内）

■米食味コンクール出品料補助（農林課振興係）　米食味コンクールの出品料について支援。補助率：出品料の 1/2 以内

■協働のみちづくり事業（道路河川課建設係）

　区と市が協働して、地域に即した特色のある道づくりを行う。

・事業に要する建設資材の原材料支給。　・建設重機使用料。
　限度額：１事業 100万円以内

■ごみ集積施設整備事業（市民環境課生活環境係）

　露天ごみ集積所の集約化やごみ集積施設の設置に対し補助。

①露天のごみ集積所に集積施設設置　1/2 補助（上限 5万円）
②集積所を統合（20世帯以上）　2/3 補助（上限 12万円）
③景観に配慮した集積施設設置　4/5補助（上限10万円）（都市計画区域内）

■自主防災会育成強化事業（庶務課消防防災係）

　各区の自主防災会の組織化や防災備品の整備に対し支援。

・自主防災会組織化（防災備品等整備等）1/2 補助（上限 5万円）
・防災訓練実施（防災訓練経費、防災備蓄品等整備等）70％補助（上限 20万円）

■消火栓放水器具等設置事業（庶務課消防防災係）　各区や自主防災会が行う、消火栓放水器具等の設置に対し支援。補助率1/2（上限5万円）
■ふるさとづくり地域社会推進事業（学習支援課文化振興係）　地域課題克服や宝物の再評価を行う地域住民の自主的な活動に対し支援。

■飯山まち並修景整備モデル事業（まちづくり課まち並整備係）
　市街地の住民協定に基づくまちづくり活動、修景工作物整備を支援。

・看板・街灯等の整備　1/2 補助（上限 60万円）
・修景工作物等の整備　1/2 補助（上限 3万円）
・運営活動　4/5 補助（上限10万円）　・備品購入　1/2 補助（上限20万円）

■個人等への支援事業
事　業　名　等（担当係） 補助（交付）金額等

■住宅リフォーム支援補助（いいやま住んでみません課住宅係）

　地元業者による個人住宅のリフォーム工事に要する費用の一部を補
助。（下水道および農業集落排水へのトイレつなぎ込み工事、つなぎ込
み済みでトイレ増設を含む工事は優先採択）

工事費 20万円以上の住宅リフォーム工事　補助率 30％以内（上限 10
万円）募集期間：5/1 ～ 5/15、8/1 ～ 8/15
募集方法：往復はがき（往信裏）に①住所（集落名）　②氏名　③電話番
号　④工事種類（トイレつなぎ込み工事の有無明記）　⑤施行予定業者　⑥
概算工事費　⑦工事期間　⑧住宅の所有者（申請者との続柄）を、往復
はがき（返信表）に応募者住所、氏名を明記し郵送。（返信裏は記入しない）

■三世代等同居住宅建設支援事業（いいやま住んでみません課移住定住係）
　市内で親等と同居する住宅を新築または増築する方へ利子補給。

市内に、60歳以上となる親等と同居する目的で住宅を新築または増築
する方。（借入対象限度額 1,500 万円）
借入金額（残額）の年１％以内補助（補助期間　借入当初から３年間）

■移住・定住支援住宅建設促進事業（いいやま住んでみません課移住定住係）

　市外から転入し、住宅を建設または取得する方に建設・取得補助。

・住宅建築　最高 150万円補助（建築場所等いより金額は異なる）
・中古住宅購入　最高 80万円補助（年齢等により金額は異なる）

■住宅屋根融雪化事業（いいやま住んでみません課住宅係）

　住宅を融雪式屋根にする者に対し補助金を交付。

融雪式屋根の設置に直接係る経費の 10％以内。（上限 30万円）
　飯山市に住所を有し、住宅の建築等対し、市から他の補助金を交付さ
れていない者で、55歳以上の者のみの世帯または母子・父子家庭世帯
または生計の中心となる者が障害者である世帯

事　業　名　等（担当係） 補助（交付）金額等

■住宅耐震対策事業（いいやま住んでみません課住宅係）

　地震に対する既存木造住宅の安全性等に関する診断士の派遣および耐
震補強工事の一部を補助。（補助限度額を 60万円から 90万円に拡大）
○耐震診断について
　対象となる住宅：昭和 56年 5月 31日以前に着工された木造在来工
法の住宅で、長屋および共同住宅以外の個人住宅
　①簡易診断：外観調査等の方法で住宅の地震に対する安全性を評価。

　②精密診断：簡易診断結果が 1.0 未満の住宅で、工学的方法を用いて
　　調査・計算し、より正確に耐震性能を判定評価。

○補強工事の補助制度について
　対象者：精密診断の結果が、総合評点 1.0 未満の既存木造住宅　（所
得制限等の制限があります）
　補助率：耐震補強工事費の 50％以内（上限 90万円）

■地域資源活用型起業支援事業（商工観光課商工観光係）

①起業支援補助金
　市内の地域資源を活用して起業を行うものに対して補助金を交付。
②ふれあい空間整備補助金
　市街地において自らが所有する店舗等で休憩または飲食する施設を整
備する事業予定者に対して補助金を交付。

①起業支援補助金
　製品・商品・加工品の製造または販売等を行うため、新たな店舗等を
もうけ事業を予定している会社等が、製造、営業のための設備設置や購
入、建物の購入および改修等を目的として新たに投資する資金。
　・市内の法人、個人　補助率：1/2 以内（上限 200万円）
　・市外の法人、個人　補助率：1/3 以内（上限 200万円）
②ふれあい空間整備補助金　対象経費の 1/2 以内（上限 30万円）

■土産品開発支援（商工観光課商工観光係）　市の魅力を生かした土
産品の開発、改良、販路拡大を行う個人または法人などを支援。

対象経費の 1/2 以内（上限 20万円）

■生ごみ処理器購入費補助事業（市民環境課生活環境係）

　一般家庭、店舗、事業所等の生ごみ処理器購入費用の一部を補助。

購入経費が 1万円以上の容器または機器。
補助率：1/3 以内（上限 15,000 円）（1世帯あたり 1台）

■人間ドック費用助成事業（国保）（市民環境課国保年金係）
　35歳以上の国民健康保険加入者が人間ドックを受診経費を助成。

日帰：15,000 円　1泊 2日：20,000 円
35歳 ,40 歳 ,45 歳 ,50 歳 ,55 歳 ,60, 歳 65歳 ,70 歳の方：30,000 円

■雪害救助員派遣事業（保健福祉課社会福祉係）

　住家の雪下ろしや除排雪を「雪害救助員」の協力を得て行います。作
業単価 1時間 2,000 円うち 1,600 円を市が助成します。

【派遣対象世帯】屋根の雪下ろしができない世帯（※）の内、自己の「労力・
資力」および「無償労力」「子ども等からの仕送り」等の支援が無い世帯。
（※詳細はお問い合わせください）長野以北に親族がいる場合は対象外

■児童医療費負担軽減（保健福祉課障がい福祉係）

　児童の医療費を中学校 3年生まで無料とし、保護者の経済的負担を軽減し、安心して子どもを産み育てる環境づくりを推進。

■医師大学奨学金支援（保健福祉課健康増進係）

　市内の医療機関に医師として従事しようとする者に対し、奨学資金を
貸与。（返還免除：市内病院に医師として貸与期間と同期間従事）

奨学資金の貸与額月額 20万円を限度。貸与決定日の属する月から卒業
する月まで（最長 6年間）
対象者：大学で医学を専攻している者で、卒業後 3年以内に市内の医
療機関に医師として従事する意思を有する者。

■障害者・寝たきり老人等タクシー乗車券給付の対象者給付（保健福祉課障がい福祉係）

　重度の障害者、要介護度２以上の高齢者を対象とし、１枚 500 円の乗車券を対象者の居住地区に応じて交付します。（年 24～ 48枚）

■脳脊髄液減少症患者支援（保健福祉課障がい福祉係）　脳脊髄液減少症患者の医療費に対し補助。

■後期高齢者人間ドック費用助成（保健福祉課健康増進係）　後期高齢者が人間ドックを受診する時の経費に対し助成。

■こうのとり支援事業（保健福祉課健康増進係）　子どもができにくく治療を受けている夫婦に、治療にかかる医療費の一部を助成。

■第 3子以降保育料等無料化（子ども課子育て支援係）　第 3子以降の児童に係る保育料等を減免することにより、保護者の経済的負担を
軽減し、安心して子どもを産み育てる環境づくりを推進。保護者に子が 3人以上いる場合、その 3人目以降の児童に係る保育料等を減免。

■新規就農総合支援（農林課農業振興係）

　国制度：新規就農した青年就農者に対し、農業を始めてから経営が安定するまで最長 5年間、年間 150 万円を給付。
　市制度：①新規就農した個人に対し農業用資産の購入経費の 3/4 以内、年間 50万円（最長 3年間）
　　　　　②法人等に対し、従業員の研修支援や雇用定着支援として、年間 50万円（最長 3年間）

■アスパラガス生産振興支援（農林課農業振興係）　アスパラガスの茎枯対策のため雨よけ施設の設置を支援。

■飯山まち並修景整備モデル事業（まちづくり課まち並整備係）
　市街地の住民協定に基づいた住宅・店舗・事業所等の修景整備に対し
支援。

①外観の整備　　　　補助率 1/2 以内（限度額 200万円）
②内観の整備　　　　補助率 1/2 以内（限度額 100万円）
③看板・塀等の改修　補助率 1/2 以内（限度額   10 万円）
④庭・生垣等の整備　補助率 1/2 以内（限度額   60 万円）
⑤草花等の植栽　　　補助率 1/2 以内（限度額   20 万円）

平成25年度飯山市の支援事業
■集落（団体）への支援事業

集落（団体）支援
個人支援

　市では、市内で実施予定の各活動に対し支援を行うため、平成 25年度も多くの支援施
策を計画しています。ここでは集落（団体）および個人支援に関する事業の一部を紹介し
ます。積極的に活用いただき、市内活性化の一助にしていただきたいと思います。
　なお、ここで掲載している事業は概略ですので、詳しい要項等については、必ず担当課
等にお問い合わせください。
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幻の滝・幸福の滝　「樽滝」5 月 8 日に落水
　毎年恒例となった樽滝の落水が、今年も 5月 8日、神社の例大祭にあわせて行
われます。年に１回だけ放流することから「幻の滝」と呼ばれますが、近頃では「幸
福（しあわせ）の滝」とも呼ばれ、若いカップルが訪れています。また、今年か
ら 10月 20日にも落水をおこないますのでお楽しみに。
　■日　時　5月 8日（水）　午前８時 30分～午後 4時
　■場　所　木島平村糠千地区付近（国道 403号線沿い）
　■問合せ　木島平村観光協会　電話 82-2800
　　※周辺には駐車場がありませんで、係員の指示に従ってください。

「ねんりんこどもまつり」今年も開催 !!
　ゴールデンウィークの５月３日～５日、村の駅「ねんりん」でこども

まつりを開催します。毎年好評の残雪を利用した
「そりすべりコーナー」を今年も計画した他、くじ
引き・わた菓子・たこ焼き・やきとり等出店も多
数出店。地元の皆さんによる山菜等特産物の販売
もありますのでどうぞお出かけください。
■お問合わせ　村の駅 ふるさと物産センターねんりん
　　　　　　　☎ 85-4441

山
や ま じ

路智
と も え

恵さんが美術館館長に就任
　平成 25年４月から山路智恵絵手紙美術館（スキー場センターハウ

ス内）の館長に山路智恵さんが就任されました。今後は、月に７日程度栄村に滞
在しながら村内で創作活動を行う予定で、栄村の風景のほか、元気なお年寄りや
畑仕事に勤しむ方なども題材にしていきたいとのことです。「栄村の様子を絵手紙
に描くことで、震災に負けず復興に向かって頑張っている『元気な栄村』を広く
日本中、そして世界へ向けて発信したい」と智恵さんは話されていました。まだ
絵手紙美術館に来られたことがない方はぜひお越しください。
■問合せ・申込先　山路智恵絵手紙美術館　☎ 87-1920

木 島
平 村

野　沢
温泉村

 栄
　  村

飯山市介護保険運営協議会委員

　介護保険制度の円滑な運営を図るため、老人福祉計画・
介護保険事業計画の進行管理や見直しおよび介護保険の運
営に関する重要事項について協議する機関として介護保険
運営協議会を条例に基づいて設置しています。
　この度委員の改選を行うに当たり、運営に広く市民の意
見を反映させるため、協議会委員の一部を公募します。
□募集人員　6人以内
□任　　期　3年（平成 28年 3月末まで）
□応募資格　市内在住の 40歳以上の方で介護保険や高齢
　　　　　　者の保健福祉に関心のある方
□募集期限　平成 25年 5月 9日（木）
□決定方法　応募者多数の場合は、選考により決定します。

飯山市明るい選挙推進委員

　

飯山市放送番組審議会

　市では、飯山市ケーブルテレビ（愛称：ｉネット飯山）
の放送番組の適正化を図るため、「飯山市放送番組審議会」
を設置しています。
　この審議会には、広く市民の意見を反映させるため、市
民の方からも委員に加わっていただくこととし、放送番組
などについて積極的な意見を述べていただける方を募集し
ます。
□募集人員　2名
□任　　期　平成 27年 3月 31日まで
□開催回数　年 2回程度（平日で 2時間程度）
□報　　酬　市が定める報酬額をお支払いします。
□応募資格　ｉネット飯山に加入申込みされている方で、
　　　　　　放送番組についてご意見をお持ちの方
□募集方法
　次の書類を飯山市役所企画財政課　情報管理係に持参、
郵送または e-mail により提出してください。
□応募申込書
　所定の応募申込書に必要事項および、自主放送番組につ
いて、あなたのご意見やご提案等を必ず記述して応募して
ください。
　応募方法等詳しくはお問合わせください。
e-mail：kikaku@city.iiyama.nagano.jp

差別のない明るい飯山市を築く審議会委員

　市では、一人ひとりの個性や多様性を尊重し、異なる考
え方や生き方を認め合い、すべての人が互いに支え合いな
がら、共に生きることができる「共生社会」の実現をめざ
し「人権が尊重されるまちづくり」を基本理念に事業を進
めています。この取り組みを進めていくために、差別のな
い明るい飯山市を築く審議会委員を募集します。
　人権問題に関心があり審議会に出席可能な方の応募をお
待ちしています。
□募集人員　2名
□任　　期　2年間（平成 25年 6月～）
□募集期間　5月 17日（金）まで
□報　　酬　市条例で定める額
□応募方法
　所定の応募用紙により応募してください。（詳しくはお
問い合わせください）

飯山市男女共同参画推進委員会委員

　市民一人ひとりが、お互いに尊重しあい、家庭や学校、
職場、地域などでそれぞれ個性や能力を十分発揮できる社
会をめざして、市では「いいやま男女共同参画プラン 21」
を推進しています。この取り組みを進めていくために、飯
山市男女共同参画推進委員会委員を募集します。
　男女共同参画に関心があり委員会に出席可能な方の応募
をお待ちしています。
□募集人員　2名
□任　　期　2年間（平成 25年 9月～）
□募集期間　8月 30日（金）まで
□報　　酬　市条例で定める額
□応募方法
　所定の応募用紙により応募してください。（詳しくはお
問い合わせください）

【共通募集資格】　次の①から⑤の、いずれの要件にも該当する方
　①飯山市に住所登録している 20歳以上（平成 25年 4月 1日現在）の方
　②他の審議会等の公募による委員に選任されていない方
　③行政区に加入しているなど、地域活動に積極的に参加している方
　④飯山市の職員および議員でない方
　⑤市税等を滞納していない方

審議会等の公募委員を募集します。

選挙管理委員会事務局 ☎ 62-3111 内線 332企画財政課 情報管理係 ☎ 62-3111 内線 394

保健福祉課 高齢者介護保険係 ☎ 62-3111 内線 184

人権政策課 人権同和係 ☎ 62-3111 内線 371
人権政策課 男女共同参画係 ☎ 62-3111 内線 371

保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181・182・187　FAX 62-3127

　成人の体力は 20 歳代にピークとなり 30 歳
ぐらいから数パーセントづつ低下し、30 パー
セント程度まで低下すると介護が必要になる
と言われています。また、血圧・中性脂肪・
血糖などが高い人は、脳卒中や糖尿病などの
生活習慣病にかかるリスクが高くなることか
らも、若い時からのトレーニングが大切です。
　『血液サラサラ＆ 筋力アップ教室』は、さま
ざまな運動や専門スタッフからのアドバイス
を通じて、楽しく健康生活が身につけられる
プログラムとなっています。体重が気になる
方や体力をつけたい方、血液データを改善し
たい方や自分にあった運動方法を見つけたい
方もぜひご参加ください。

最近カラダ動かしてますか？　今年こそ運動を始めてみませんか

■日時・回数
　【 夜の部 A 】（19:00 ～ 20:30）（  6/4 ～ 9/24 の各火曜日）全 15回
　【 夜の部 B 】（19:00 ～ 20:30）（11/5 ～ 3/11 の各火曜日）全 15回
　【 昼の部C 】（  9:30 ～ 11:30）（5/28 ～ 9/24 の各火曜日）全 13回
　【 昼の部D 】（  9:30 ～ 11:30）（11/12 ～ 3/4 の各火曜日）全 13回
■定　　員　各コース 12名（定員になりしだい締切）
■参 加 費　7,000 円（血液検査代、保険料、トレーニングバンド等代金）
■対 象 者　飯山市在住の 19歳以上の方
　（昼の部：おおむね 74歳以下　夜の部：おおむね 60歳以下）
　※ただし、病気等により現在治療中の方は医師に相談のうえ教室参加
　　を勧められた方に限ります。また心臓疾患で過去に治療された方は
　　参加できません。
■申込方法　電話または FAXでお申し込みください。

『血液サラサラ＆ 筋力アップ教室』 参加者
募　集

募集要項

飯山市役所
〒 389-2292　飯山市大字飯山 1110-1
☎ 0269-62-3111

「明るい選挙」とは、有権者が進んで投票に参加し、選挙
が公明・適正に行われ、私たちの意志が正しく政治に反
映される選挙です。この「明るい選挙」推進のために活
動していただける推進委員（ボランティア）を募集します。
□募集人員　若干名（主に 20歳・30歳代の方）
□任　　期　平成 26年 12月末まで
□応募方法　5月 15日（水）までに、
　所定の応募用紙により応募してください。

（明推くん）
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【主な組織変更】
上下水道課工務係を、水道係・下水道係に改編。市役所の機構

平成25年4月


